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　また、言語的コミュニケーションによる情報判断は全体の ３ 分の 1 であり、残りの ３ 分の 2 は非言語的コミュニケー
ションによる情報判断とされている（中野，2008）。そのため、言語のみである電話と比べて、非言語を含むテレビ電話


































































するのかを尋ねた。対話時の状況として、「親しい間柄の人との 1 対 1 での対話（以下、Q1-1と記す）・ 目上の人との 1
対 1 での対話（以下、Q1-2と記す）・ 初対面の人との 1 対 1 での対話（以下、Q1-３と記す）・ 親しい間柄の人との ３ 人以
上での対話（以下、Q1-4と記す）・ 目上の人との ３ 人以上での対話（以下、Q1-５と記す）・ 初対面の人との ３ 人以上での
対話（以下、Q1-6と記す）・ 面接時において面接官が ３ 人いる時の対話（以下、Q1-7と記す）」の 7 場面を設定した。そ
れぞれの状況で意識する部分について、「表情 ・ 視線 ・ 首 ・ 肩 ・ 腕 ・ 手 ・ 手の指 ・ 足 ・ つま先 ・ 姿勢 ・ 体の向き ・ 会話の




〇の個数を数えた。そして、「その他」を除く1５項目を顔（表情 ・ 視線 ・ 首）、手（肩 ・ 腕 ・ 手 ・ 手の指）、足（足 ・ つま






　 ５ 項目群の回答数についてχ2 検定を行った。その結果、自分への意識、相手への意識、それぞれ 7 場面全てにおいて
1 ％水準で有意な差が見られた。χ2 検定の結果、差が認められたので、残差分析を行った。その結果を Table 1 に示し
た。自分への意識においては言語が意識されやすく、相手への意識においては言語および顔が意識されやすいことが示
された。また、非言語の中では、手、体、足よりも顔が意識されやすいということが示された。





















おらず、その他の欄にまばたきが書かれていた。従って、第 1 研究では、「体の向き ・ 姿勢 ・ 表情 ・ 腕 ・ 足 ・ 手 ・ 視線 ・




名（男性48名、女性５4名）の回答を有効とした。年代ごとの人数を Table 2 に示した。また、調査対象者の内訳は、質
問紙が３３名、REAS が69名であった。
　10項目を顔（表情 ・ 視線 ・ まばたき）、手（腕 ・ 手 ・ 手の指）、体（体の向き ・ 姿勢）、足（足 ・ つま先）の 4 項目群に





年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代
男性 2 20 12 6 5 3
女性 5 24 5 11 8 1
合計 7 44 17 17 13 4
Table ３ 　Q ２ - １ 、Q ２ - ２ の平均回答数
顔 手 体 足
Q2-1 30.67 2.00 1.50 0.50
Q2-2 31.00 1.67 1.50 0.50
結　果


















































者① ・ ②と同様に教示をし、実験を行った。これを 8 回繰り返し、くじ引きで「 8 」を引いた実験協力者が質問紙の回
答を終え、質問紙を回収したところで実験を終了とした。なお、実験を行うに従って、視聴者の人数が増えるようにし、









ねた。Q4-1、Q4-2は自由記述、Q4-３は、「はい ・ いいえ ・ わからない」のうち、当てはまるもの一つに〇をつけるよう、
Q 0 は、第 1 研究で使用した意識する部分10項目を嘘が表れると思う順に 1 位から10位まで順位付けするよう回答を求
めた。
結　果







Q4-3 2 1 5
　実験後の質問紙 Q4-1、Q4-2に関して、からし入りのシュークリームを食べた際、嘘が出ないように顔や表情、目を意
識している人が多く、「おいしい」と言った際は、嘘が出ないように声色や声のトーンを意識した人が多かった。
　また、実験後の質問紙 Q4-4に関して、嘘は体のどこに表れると思うかについての順位付けの結果を Table ５ に表し
た。表情、視線、まばたきを上位に、腕やつま先を下位に順位付けする人が多かった。
Table ５ 　嘘が体に表れると思う順
順位＼協力者 No. 1 2 3 4 5 6 7 8
１位 表情 足 表情 姿勢 視線 姿勢 表情 表情
２位 まばたき 表情 視線 表情 まばたき 手の指 視線 視線
３位 視線 姿勢 姿勢 まばたき 表情 視線 手 手
４位 体の向き まばたき 手の指 足 姿勢 まばたき 姿勢 手の指
５位 姿勢 視線 体の向き 腕 手 手 足 まばたき
６位 手 つま先 まばたき 手 手の指 表情 まばたき 体の向き
７位 つま先 体の向き 手 視線 つま先 つま先 手の指 姿勢
８位 腕 腕 足 つま先 体の向き 足 体の向き 腕
９位 足 手の指 腕 体の向き 足 腕 腕 足
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